
2011                                        発 なっ

ている。多   域             よる静 応力  と一致する  対  い つか  域 

   誘発 また  殻 流体 関連 た誘発作用と 関係 指摘されている。 か な ら      

  いて            影響                  と さまざまな誘発作用

 役割 評価    さ ている。                法 用いて   誘発      

発  った長野県 部 域  ける  誘発    と     いて 発 する誘発    と   

  ついて  る。 

長野県 部 域       よ 13  13分  Mw6.2    発生 ている。我々      

      法 (Peng and Zhao, 2009)       発生からMw6.2発生ま  記録されている同 域

 設置された Hi-net   観測点 連続 形デ   適用する と よ  気象庁     記載よ も

多     同定 新たな     作成 た。また        利用 て      パ    明

らか  た。さら    域 当 展開されていたよ 密な  観測網 よる連続   形記録   たと

 ろ       15分    表面  よ 誘発されたと見られる   い つか発見 た。 

次  上述 我々 結果と先行   解釈 もと    域  ける誘発     説明 うる次 シナ

リオ 検討 た。  域 側 領域(長野県 部   源断層近傍)        3  ま      

   され        Mw 6.2     源 近 発生 た。  ような        と  遅

れ 速度状態摩擦構成則(Dietrich, 1994) 説明されるような静 応力   (Okada et al., 2011) また  

下深  水 富む領域から上昇 て る流体 移  よる Pore-Elastic  リ リ       る   

 高い (Terakawa et al., 2012)。一   南側 領域       断続 な             

まった           る         さな     構成される。  ような   パ 

    発       る。発生 ている 源     解   すると静 な応力     説明す

る と   い。      表面     よる   よ     深さ  い    隙流体 発生

        発  た    高い。 結果          隙流体と関係する    るという

点  Terakawa et al. (2012)と一致する。 

 


